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[要約]　信州大学教育学部では，2004年度，現代ＧＰの認定を受けて，e-learningを実施することになった。本報告では，著者が昨年度に続き担当したe-learingコンテンツ「理科教育特別演習Ⅱ」の作成の過程を具体的に紹介する。このことにより，今後，新たにe-learningコンテンツを作成する場合の知見としたい。
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１．はじめに

本研究は，信州大学教育学部が，2004年度，現代ＧＰの認定を受けてe-learningを実施することになったことに始まる。2005年度には，「理科教育特別演習Ⅰ」を，2006年度には「理科教育特別演習Ⅱ」を作成し，すでに下記URLより公開している。http://gipvodn1.shinshu-u.ac.jp/
一昨年度の経験をふまえて，昨年度は，最初から，１５時間の授業構成のあり方や，e-learnigサポーターのみなさんとのコンビネーションのあり方がわかっていたので，非常にスムーズに作成が進行した。

２．「理科教育特別演習Ⅱ」の作成過程

現代ＧＰは「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 Good Practice）」とよばれ，高等教育の活性化のために，優れた教育プロジェクトを選定し，文部科学省が財政支援を行う取り組みである。「ＩＴを活用した実践的遠隔教育（e-Learning）」は，一昨年度より採択されている。

信州大学教育学部におけるe-learningに受けとめかたは，意見の分かれるところであり，未だに収束はしていない。つまり，学部学生にe-learningを行うことに関するコンセンサスについては，十分に形成されているわけではない。個人的には，ゆくゆくは，インターネット大学院へとつなぐことができるといいのではないかと考えている。特に，現職の先生方にとって，理科の教授法や理科授業で扱う学習内容に関しては，関心が高い。また，専修免許を希望される先生方も実際には多い。そこで，現職の先生方や学部卒の大学院生に，教育現場で通用するような力量を身につけることができるような授業をインターネットで学べるように準備することは意義があると考えた。これまで，その方向で，次に示す３つの授業を設置できるように準備を行っている。

1 理科教育特別演習Ⅰ（平成１６年度制作）

おもに，ＳＴＳ教育のテーマを扱い，理科授業で教える内容について，研修ができるような内容に設定した。

http://gipvodn1.shinshu-u.ac.jp/el/e04a1/class0.html
2 理科教育特別演習Ⅱ（平成１７年度制作，今回発表の対象）
　　　　おもに，構成主義学習論やその他新しい理科教育の方法について，研修ができる内容に設定する。
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http://gipvodn1.shinshu-u.ac.jp/el/e05a1/class0.html
3 理科教育特別演習Ⅲ（平成１８年度制作予定）

　　　　おもに，理科実験教材を，創意・工夫しながら開発する方法について，研修ができる内容に設定する。

本報告では②の理科教育特別演Ⅱについて紹介する。理科教育特別演習Ⅱでは，以下に示すような１５時間の展開とした。

１．オリエンテーション

２．構成主義学習論とは

３．わが国の理科学習指導要領の変遷

４．国外の理科教育の歴史

５．わが国の小・中学生の理科の好嫌度-(1)

６．わが国の小・中学生の理科の好嫌度-(2)

７．わが国の理科学習の実態（素朴概念の実態）

８．わが国の若者の科学観

９．わが国の若者の環境意識

１０．科学技術・理科大好きプラン

１１．総合的な学習の時間でおこなう理科教材

１２．構成主義学習論に基づいた授業の事例

１３．発明・発見を促す理科教育の実践

１４．子ども達への科学実験教室の運営方法論 

１５．単位認定試験

上記の１５時間の内容の決定については，2004年度の経験から，最初からがっちり固めるのではなく，作り込みをしながら流動的に行った。一昨年度は，１５時間のテーマをがっちりとソリッドに固めて，作成作業を走らせたため，作成途上で徐々に明らかになってきた学校教育現場のニーズに柔軟に対応することが十分にはできなかった。この反省点は昨年度のコンテンツ作成においては十分に対応ができた。しかし一方，柔軟な対応は計画的に作業を進めることと相反する面もあり，各時間毎のコンテンツの仕上がりの時期が見えにくかったことがあげられる。

また，２年目は作成予算が半減され，外部に作成協力者を求めることも難しく，計画的作成を実施しなかったこととあわせて，完成時期とのせめぎ合いになってしまった。

なお最終的には，すべてのコンテンツは，e-learnigサポーターの方々の協力を得て，信州大学教育学部としての最終案としてリライトを行った。このことのためにも，早い目の完成が求められる。

３．現代GPのe-learningコンテンツの作成を継続するための課題

　現2006年度は，さらに２つのＧＰ　e-learnigコンテンツの作成を行っている。

１つは，上述したように「理科教育特別演習Ⅲ」である。このコンテンツは，おもに理科実験教材を，創意・工夫しながら開発する方法について，研修ができる内容に設定することを目指して作成中である。

もう１つは，「エネルギー科学」である。こちらは，頭書は，作成の予定になかったが，これからのエネルギー教育をすすめていくために必要なベーシックな知識の整理とその教育方法について，科学実験を主体に展開できるよう作り込みを行っている。

「理科教育特別演習Ⅲ」は，次に示す１５時間で構成する。

１．オリエンテーション
２．小学校３年生のための理科実験
３．小学校４年生のための理科実験
４．小学校５年生のための理科実験
５．小学校６年生のための理科実験
６．中学校第１分野のための理科実験1
７．中学校第１分野のための理科実験2
８．中学校第２分野のための理科実験1
９．中学校第２分野のための理科実験2
１０．高校物理分野のための理科実験
１１．高校化学分野のための理科実験
１２．高校生物分野のための理科実験
１３．高校地学分野のための理科実験
１４．生活科のための理科実験
１５．単位認定試験
また「エネルギー科学」は，次に示す１５時間で構成する。

1． オリエンテーション
２．エネルギーと人間の出会い

３．現在のエネルギー事情

４．科学的にエネルギーを理解しよう

５．太陽電池

６．色素増感型太陽電池

７．太陽電池教材の実践的事例

８．風力発電

９．サボニウス型風力発電

１０．風力発電教材の実践的事例

１１．燃料電池

１２．燃料電池教材の実践的事例

１３．省エネルギー　-実験を交えて-

１４．エネルギーとのつき合い方
１５．単位認定試験

理科教育特別演習のⅠ，Ⅱ，Ⅲを準備することで，学校現場におられる理科の先生方に対して，何とか最低限のベーシックな情報の提供ができるのではないかと期待しているが，これからも充実したものに改良は必要である。一方，環境教育にかに関しては，信州大学の環境マインドをもった技術者の養成という教育ＧＰの方で，環境教育ＤＶＤ作成を実施している。これを，やがてはこちらの現代ＧＰ e-learningコンテンツの方に移植し，こちらのコンテンツとして提供できるよう準備していくことが望ましいと考えている。
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